
24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X

ソフトウェア書き込み保護機能を備えた 16 ～ 128 Kbit 
I2C シリアル EEPROM ファミリ データシート 

注意 : この日本語版文書は参考資料としてご利用ください。

最新情報は必ずオリジナルの英語版をご参照願います。
特長

• 16/32/64/128 Kbit EEPROM:
- 内部で 1 つの 2048/4096/8192/16384 x 8 ビット

ブロックとして構成

- バイト書き込みと最大 32 バイトのページ書き込
みをサポート

- バイト読み出しと上記ブロック内のシーケンシャ
ル読み出しをサポート

- 自己タイマ書き込みサイクル (5 ms max.)
• 高速 I2C インターフェイス :

- 業界標準速度 :1 MHz、400 kHz、100 kHz
- 出力スロープ制御によるグランドバウンスの抑制

- シュミットトリガ入力によるノイズの抑制

• 設定可能なハードウェア クライアント アドレス :
- ハードウェア アドレスレジスタ (HAR) により設定

• 柔軟なデータ保護オプション :
- 書き込み保護レジスタ (WPR) によるソフトウェ

ア書き込み保護

• 動作電圧レンジ : 1.6 ～ 5.5 V
• 低消費電力 CMOS テクノロジ :

- 書き込み時消費電流 : 最大 1.0 mA  @ 5.5 V
- 読み出し時消費電流 : 最大 1.0 mA  @ 5.5 V、1 MHz
- スタンバイ電流 :1 µA @ 5.5 V ( 産業用温度レン

ジ品 )
• 高信頼性 :

- 消去 / 書き込み耐性 : 100 万サイクル以上

- データ保持寿命 :  200 年以上

- ESD 保護 :  4000 V 以上

• RoHS 準拠

• 温度レンジ :
- 産業用温度レンジ品 (I):  -40 ～ +85 ℃
- 拡張温度レンジ (E):  -40 ～ +125 ℃

• 車載 AEC-Q100 認証済み

パッケージ

• 2 タイプの 4 ボール CSP、8 ピン SOIC、5 ピン
SOT-23、8 ピン TSSOP、8 ピン UDFN

パッケージタイプ ( 縮尺不定 )

デバイス一覧表

製品番号 メモリ容量 ページサイズ VCC レンジ 温度レンジ パッケージ

24CW16X(1) 16 Kbit 32 バイト 1.6 ～ 5.5 V I、E SN、OT、ST、Q4B
24CW32X(1) 32 Kbit 32 バイト 1.6 ～ 5.5 V I、E SN、OT、ST、Q4B
24CW64X(1) 64 Kbit 32 バイト 1.6 ～ 5.5 V I、E CS0(2)、CS1(2)、SN、OT、ST、Q4B
24CW128X(1) 128 Kbit 32 バイト 1.6 ～ 5.5 V I CS0(2)、CS1(2)、SN、OT、ST、Q4B
Note 1: 製品番号末尾の「X」は、工場で書き込み済みのハードウェア クライアント アドレスを表します。詳細は表 3-2 を参照して

ください。 
2: このパッケージ オプションは、 I-temp.( 産業用温度レンジ ) 品向けにのみ提供しています。

Note 1: CS0 CSP のボールピッチは 0.4x0.4 mm
です。

2: CS1 CSP のボールピッチは 0.4x0.5 mm
です。
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24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X

概要

24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X (24CW シ
リーズ ) は、I2C (2 線式 ) シリアル インターフェイスを
使用する 16 ～ 128 Kbit のシリアル EEPROM を提供し
ます。24CWシリーズのメモリは2048/4096/8192/16384
バイト (2 ～ 16 K バイト ) x 8 ビットとして構成されま
す。24CW シリーズは、信頼性の高い不揮発性メモリ
を必要とするコンシューマ、産業用、車載アプリケー
ション向けに最適化されています。24CW シリーズは
幅広い電圧レンジ (1.6 ～ 5.5 V) で動作し、最大 8 個の
デバイスで 1 つの I2C (2 線式 ) バスを共有できます。

24CW シリーズは 2 つの設定可能コンフィグレーショ
ン レジスタ (書き込み保護レジスタとハードウェア ア
ドレスレジスタ ) を内蔵しており、これらを使って特
定のデバイス動作を変更できます。

書き込み保護レジスタ (WPR) は、書き込み可能な
EEPROM アレイのアドレス範囲を制御します。この
レジスタにより、ソフトウェア書き込み保護機能の保
護動作を選択できます。  
ハードウェア アドレスレジスタ (HAR) は、3 個のハー
ドウェア クライアント アドレスビットを制御します。
これらのビットにより同一バス上に複数個のデバイス
を接続できます。24CW シリーズは 4 ピンデバイスで
あるため、アドレスピン端子がなく複数デバイスの分
離は HAR 内のアドレス値の違いによりもたらされま
す。

必要な書き込み保護動作とクライアント アドレスビッ
トを設定した後に、これらのコンフィグレーション レ
ジスタをロックする事で、デバイスの動作設定に対す
る変更を永続的に防ぐ事ができます。

複数のシリアル EEPROM を使ったシステム構成
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24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X
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24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X
1.0 電気的特性

絶対最大定格 (†)

Vcc ............................................................................................................................................................................6.5 V

全ての入出力電圧 (VSS 基準 ) ....................................................................................................................... -0.6 ～ 6.5 V
保管温度 .....................................................................................................................................................-65 ～ +150 ℃
通電中の周囲温度 ..................................................................................................................................... -40 ～ +125 ℃
全ピンの ESD 保護 ............................................................................................................................................4 kV 以上

† 注意 : ここに記載した「最大定格」を超える条件は、デバイスに恒久的な損傷を生じさせる可能性があります。こ
れはストレス定格です。本書の動作表に示す条件または上記から外れた条件でのデバイスの運用は想定していませ
ん。絶対最大定格条件を超えて長期間曝露させるとデバイスの信頼性に影響を及ぼす可能性があります。

表 1-1:   DC特 性

DC 特性
電気的特性 :
産業用温度レンジ品 (I):  VCC = 1.6 ～ 5.5 V、 TA = -40 ～ +85 ℃
拡張温度レンジ (E):  VCC = 1.6 ～ 5.5 V、 TA = -40 ～ +125 ℃ 

パラ
メータ

No.
シンボル 特性 Min. Max. 単位 試験条件

D1 VIH High レベル入力電圧 VCC X 0.7 VCC + 0.5 V
D2 VIL Low レベル入力電圧 -0.6 VCC X 0.3 V

D3 VOL Low レベル出力電圧
— 0.4 V IOL = 2.1 mA、VCC = 3.0 V
— 0.2 V IOL = 0.15 mA、VCC = 1.8 V

D4 ILI 入力リーク電流
— ±1 µA VIN = VSS または VCC

— ±1 µA VIN = VSS または VCC

D5 ILO 出力リーク電流 — ±1 µA VOUT = VSS または VCC

D6 CINT
内部静電容量 
( 全ての入出力 )

— 7 pF TAMB = +25 ℃、FCLK = 1 MHz、
VCC = 5.5 V (Note 1)

D7 ICCREAD 動作時電流
— 0.3 mA VCC = 1.8 V、FCLK = 400 kHz
— 1 mA VCC = 5.5 V、FCLK = 1 MHz

D8 ICCWRITE 動作時電流 — 1 mA VCC = 5.5 V、FCLK = 1 MHz

D9 ICCS スタンバイ時電流

— 0.5 µA SCL = SDA = VCC = 1.8 V 
(I: 産業用温度レンジ .)

— 1.0 µA SCL = SDA = VCC = 5.5 V 
(I: 産業用温度レンジ .)

— 3.0 µA SCL = SDA = VCC = 5.5 V 
(E: 拡張温度レンジ )

Note 1: このパラメータは検査していません ( 特性評価に基づきます )。
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24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X
図 1-1:   バスタイミング値

表 1-2:   AC特 性

AC 特性
電気的特性 :
産業用温度レンジ品 (I): VCC = 1.6 ～ 5.5 V、 TA = -40 ～ +85 ℃
拡張温度レンジ (E):     VCC = 1.6 ～ 5.5 V、 TA = -40 ～ +125 ℃ 

Param.
No. シンボル 特性 Min. Max. 単位 条件

1 Fclk クロック周波数 — 1000 kHz 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V 
2 Thigh クロック High 時間 260 — ns 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V
3 Tlow クロック Low 時間 500 — ns 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V
4 Tr SDA と SCL の立ち上がり時間 — 1000 ns 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V (Note 1)
5 Tf SDA と SCL の立ち下がり時間 — 300 ns 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V (Note 1)
6 Thd:sta スタート条件ホールド時間 260 — ns 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V
7 Tsu:sta スタート条件セットアップ時間 260 — ns 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V
8 Thd:dat データ入力ホールド時間 0 — ns Note 2
9 Tsu:dat データ入力セットアップ時間 50 — ns 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V
10 Tsu:sto ストップ条件セットアップ時間 260 — ns 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V
11 Taa クロックから出力確定までの時間 — 450 ns 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V

12 Tbuf
バスフリー時間 : 次の伝送が開

始可能になるまでに必要なバス
フリー時間

500 — ns 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V

13 Tsp 入力フィルタによるスパイク抑制
(SDA ピンと SCL ピン ) — 50 ns Note 3

14 Twc 書き込みサイクル時間 
( バイトまたはページ )

— 5 ms

Note 1: Fclkクロック周波数の仕様最大値を達成するために、SDAと SCLの立ち上がり /立ち下がり時間はここに記
載した最大値未満である事が必要です。  適用可能なタイミングについては、I2C 仕様書を参照してください。

2: 本デバイスがトランスミッタとして動作する場合、意図しないスタート / ストップ条件の発生を防ぐため
に、内部で最小限の遅延時間を提供する事により SCL 立ち下がりエッジの未確定領域を判断に利用しな
いようにします。

3: 全数試験は実施していません。Cb は、単一バスラインの総静電容量 (pF) です。 

表 1-3:   EEPROMセ ルの性能特性値

動作 試験条件 Min. Max. 単位

書き込み耐性 (,1) Ta = +25 ℃、 1.6 V ≦ Vcc ≦ 5.5 V 1,000,000 — 書き込みサイクル数

データ保持期間 (1) Ta = +55 ℃ 200 — 年

Note 1: 書き込み耐性は、特性計測と検査プロセスにより決定しています。
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24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X

1.1 電源投入要件とリセット挙動

電源投入シーケンス中に24CWシリーズに供給される
VCC 電圧は、VSS から最低 VCC レベル ( 表 1-1 内の
「電気的特性」参照 ) まで 0.1 V/μs 以下のスルーレー
トで単調に増加する必要があります。

1.1.1 デバイスリセット

電源投入シーケンス中に書き込み動作等の誤ったイベ
ントが発生する事を防ぐため、24CW シリーズはパ
ワーオン リセット (POR) 回路を備えています。電源
投入中は、VCC レベルが内部電圧しきい値 (VPOR) を
超えるまで本デバイスはコマンドに応答しません。
VCC が VPOR を超えると、本でデバイスはリセット状
態からスタンバイモードへ移行します。 

VCC 電圧が安定値 ( 最低 VCC レベル以上 ) に達するま
で、本デバイスへ命令を送信しないようにシステムを
設計する必要があります。VCC が最低 VCC レベルに達
した後、ホストは最初のコマンドを本デバイスへ送信
する前にtPUP以上の時間が過ぎるまで待機する必要が
あります。電源投入に関連するこれらのパラメータを
表 1-4 に示します。

24CW シリーズに供給される VCC レベルが VPOR レベ
ル (Max.) を下回った場合、最初に VCC ピンを VSS へ
駆動し、tPOFF (Min.) 以上待機した後に前述の要件に
従って完全な電源投入シーケンスを新たに実行する事
を推奨します。

表 1-4:   電源投入条件

シンボル パラメータ Min. Max. 単位

tPUP VCC が安定してから本デバイスがコマンドを受け付け可能になるまでの時間 100 — µs
VPOR パワーオン リセットしきい値電圧 — 1.5 V
tPOFF 電源遮断から次の電源投入サイクルを開始するまでに VCC = 0 V を維持する

必要がある最小時間
1 — ms
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24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X
2.0 ピンの説明

表 2-1 にピン機能の一覧を示します。

2.1 シリアルデータ (SDA)
この双方向ピンは、アドレスとデータの入出力用に使
います。このピンはオープンドレインであるため、
SDAバスとVCCの間にプルアップ抵抗が必要です (通
常 100 ｋHz 向けに 10 kΩ を使用し、400 ｋHz および
1 MHｚ向けに 2 kΩ を使用 )。
通常のデータ転送の場合、SDA ピンの状態は SCL ピ
ンが Low の時にのみ遷移できます。SCL が High の時
の SDA の状態遷移は、スタート / ストップ条件を示す
ために使われます。

2.2 シリアルクロック (SCL)
この入力ピンは、本デバイスに対するデータ送受信の
同期用に使われます。

表 2-1:   ピン割り当て表

名称
4 ボール

CSP 
(CS0)(1)

4 ボール
CSP 

(CS1)(2)
8 ピン
SOIC

5 ピン
SOT23

8 ピン
TSSOP

8 ピン
UDFN(3) 機能

NC — — 1 — 1 1 未接続

NC — — 2 — 2 2 未接続

NC — — 3 — 3 3 未接続

VSS A2 B2 4 2 4 4 グランド

SDA B2 B1 5 3 5 5 シリアルデータ

SCL B1 A2 6 1 6 6 シリアルクロック

NC — — 7 5 7 7 未接続

VCC A1 A1 8 4 8 8 デバイス電源

Note 1: CS0 CSP のボールピッチは 0.4x0.4 mm です。

2: CS1 CSP のボールピッチは 0.5x0.4 mm です。

3: UDFN パッケージの露出パッドは、VSS に接続するかフロート状態にできます。
 2024 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries DS20005772C_JP - p. 7



24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X

3.0 メモリ構成

3.1 EEPROM の構成

24CW シリーズは内部で 64/128/256/512 ページ ( 各
ページは 32 バイト ) として構成されます。

3.2 デバイス コンフィグレーション 
レジスタ

24CW シリーズは、デバイス動作の調整とデバイス ス
テータスの表示用に、以下の 2 つのコンフィグレー
ション レジスタを備えています。

• 書き込み保護レジスタ (WPR)
• ハードウェア アドレスレジスタ (HAR)
デバイス動作を設定した後にコンフィグレーション
レジスタをロックする事により、その後の変更を恒久
的に禁止できます。

3.2.1 書き込み保護レジスタ

書き込み保護レジスタ (WPR) により、デバイスの書き
込み保護動作を変更できます。WPR の詳細は 8.2「書
き込み保護レジスタ」を参照してください。

3.2.2 ハードウェア アドレスレジスタ

ハードウェア アドレスレジスタ (HAR) により、デバ
イスアドレス バイト内のハードウェア クライアント
アドレスビットを変更できます。本デバイスは、HAR
によって設定されたクライアント アドレスに対して
肯定応答 (ACK) を返します。HAR の詳細は 8.3「ハー
ドウェア アドレスレジスタ」を参照してください。

3.3 デバイスのアドレス指定

24CW シリーズとの通信は、8 ビットのデバイスアド
レス バイト (7 ビットのクライアント アドレス + 読み
/ 書き選択 (R/W) ビット ) で始まります。バス上に複数
のクライアント デバイスが存在できます。ホストが特
定のクライアント デバイスを選択してアクセスでき
るようにするため、HAR の設定によって各クライアン
ト デバイスに一意のアドレスを割り当てる必要があ
ります。

7 ビットのクライアント アドレスは、2 つのビットグ
ループにより構成されます。最初の 4 ビットはデバイ
スタイプ ID を格納し、後続の 3 ビットはハードウェ
ア クライアント アドレスビットを格納します。 
24CW シリーズは、固有のデバイスタイプ ID に対し
てのみ応答します (3.3.1「有効なデバイスアドレス バ
イト入力」参照 )。
ハードウェア クライアント アドレスは 3 ビット (A2、
A1、A0) で構成されます。これらのビットを使う事で、
同じデバイスタイプ ID を持つデバイスを最大 8 個ま
で同一バスに接続できます。ホストから受信したハー
ドウェア クライアント アドレス ビットはHARで設定
された値と一致する必要があります。 
本デバイスは、受信した全ての有効なデバイスアドレ
ス バイトの組み合わせ ( 表 3-1 参照 ) に対して応答し
ます。

3.3.1 有効なデバイスアドレス バイト入力

24CW シリーズは、表 3-1 に示すデバイスタイプ ID に
応答します。

3.3.1.1 書き込み済みのクライアント アドレス

24CW シリーズのデバイスには、特定のクライアント
アドレスが書き込まれた態で出荷されます。表 3-2 に
示す通り、デバイスに書き込み済みのハードウェア ク
ライアント アドレス ビットの値は、製品番号の末尾
の数字によって示されます。 

表 3-1:   有効なデバイスアドレス バイト

アクセス領域 (1)
デバイスタイプ ID ハードウェア クライアント 

アドレス
読み / 書き
選択ビット

Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

 EEPROM 1 0 1 0 A2 A1 A0 R/W

コンフィグレーション レジスタ 1 0 1 0 A2 A1 A0 R/W
Note 1: アクセス領域は、第 1 ワードアドレス バイトの bit 7 に従って選択されます。詳細は 3.3.2「ワードアド

レス バイト」を参照してください。
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24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X

表 3-2:   デバイスに書き込み済みの

ハードウェア クライアント アドレス 
3.3.1.2 読み / 書き選択ビット

デバイスアドレス バイトの第 8 ビット (bit 0) は読み /
書き選択 (R/W) ビットです。このビットが論理「1」で
あれば読み出し動作が開始され、論理「0」であれば
書き込み動作が開始されます。

デバイスアドレス バイトの比較結果が「真」であれば
24CW シリーズは応答し、「偽」であれば応答せずに
スタンバイ状態に戻ります。

3.3.2 ワードアドレス バイト

デバイスアドレス バイトに続いて2つの8ビット ワー
ドアドレス バイトが本デバイスへ送信されます。

第 1 ワードアドレス バイトは、EEPROM 内の読み /
書き開始位置を指定するメモリアレイ ワードアドレ
スの上位ビットを格納します。ワードアドレス ビット
の数は、デバイスのメモリ容量によって決まります。
詳細は表 3-3 を参照してください。

メモリアレイにアクセスする場合、第 1 ワードアドレ
ス バイトの bit 7 を論理「0」に設定する必要がありま
す。コンフィグレーション レジスタにアクセスする場
合、同ビットを論理「1」に設定する必要があります。
詳細は表 3-3 を参照してください。

第 1 ワードアドレス バイトに続いて第 2 ワードアドレ
ス バイトが本デバイスへ送信されます。このバイトは
ワードアドレスの下位 8 ビット (A7 ～ A0) を格納しま
す。詳細は表 3-4 を参照してください。

表 3-3:   第 1ワ ードアドレス バイト

表 3-4:   第 2ワ ードアドレス バイト

製品番号
24CWXXXX

ハードウェア クライアント 
アドレスビット

A2 A1 A0
24CWXXX0(1) 0 0 0

24CWXXX1(1,2) 0 0 1
24CWXXX2(1,2) 0 1 0
24CWXXX3(1,2) 0 1 1
24CWXXX4(1,2) 1 0 0
24CWXXX5(1,2) 1 0 1
24CWXXX6(1,2) 1 1 0
24CWXXX7(1,2) 1 1 1

Note 1: 製品番号内の「XXX」は、メモリ容量に応
じて異なります。 

2: 入手可能なハードウェア クライアント ア
ドレスについては、正規代理店にお問い合
わせください。

アクセスするメモリ領域 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

16 Kbit EEPROM 0 x x x x A10 A9 A8
32 Kbit EEPROM 0 x x x A11 A10 A9 A8
64 Kbit EEPROM 0 x x A12 A11 A10 A9 A8
128 Kbit EEPROM 0 x A13 A12 A11 A10 A9 A8
コンフィグレーション レジスタ 1 x x x x x x x

アクセスするメモリ領域 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

16 Kbit EEPROM A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0
32 Kbit EEPROM A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0
64 Kbit EEPROM A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0
128 Kbit EEPROM A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0
コンフィグレーション レジスタ (1) x x x x x x x x
Note 1: コンフィグレーション レジスタにアクセスする場合、第 2 ワードアドレス バイト内のビットは全てドン

トケアですが、EEPROM にアクセスする場合と同様に第 2 ワードアドレス バイトも本デバイスへ送信
する必要があります。
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4.0 機能説明
24CW シリーズは双方向 2 線式のバスとデータ転送プ
ロトコルをサポートします。バスへデータを送信する
デバイスを「トランスミッタ」、バスからデータを受信
するデバイスを「レシーバ」と呼びます。24CW シ
リーズはクライアントとして動作し、バスはホストに
よって制御されます。シリアルクロック (SCL)の生成、
バスアクセスの制御、スタート / ストップ条件の生成
はホストにより行われます。ホストとクライアントは、
どちらもトランスミッタとしてもレシーバとしても動
作できますが、どちらのモードで動作するかはホスト
が決定します。

5.0 バスの特性
バスプロトコルは以下の通りに定義されます。

• データ転送はバスがビジー状態ではない時にのみ
開始できる

• データ転送中は、クロックラインが High の時に
データラインの状態が遷移してはならない

• クロックラインが High の時にデータラインの状
態が遷移した場合、スタートまたはストップ条件
が発生したと見なす

上記に従う各種バス条件を、図 5-1 を使って説明します。

5.1 バス非ビジー (A)
データラインとクロックラインの両方が High の状態
です。

5.2 データ転送開始 (B)
クロック (SCL) が High を維持したまま SDA ラインが
High から Low に遷移するとスタート条件が発生しま
す。全てのコマンドはスタート条件後に実行する必要
があります。

5.3 データ転送の停止 (C)
クロック (SCL) が High を維持したまま SDA ラインが
Low から High に変化するとストップ条件が発生しま
す。全ての動作はストップ条件により終了します。

5.4 データ有効 (D)
スタート条件の後、クロック信号が High を維持して
いる間にデータラインの状態が変化しなければ、その
時のデータラインの状態が有効データと見なされま
す。

データラインの状態は、クロック信号の Low 期間中に
変更する必要があります。クロック 1 パルスあたり
1 ビットのデータを転送します。

各データ転送はスタート条件で始まり、ストップ条件
で終わります。スタート条件からストップ条件までの
間に転送するデータバイトの数は、ホストが決定しま
す。

5.5 肯定応答 (ACK)
アドレス指定された各レシーバは、1 バイトを受信す
るたびに肯定応答 (ACK)信号を生成する必要がありま
す。各データバイトの転送後に肯定応答ビットを転送
するために、ホストは追加の 1 クロックパルス (9 番目
のパルス ) を生成する必要があります。肯定応答のタ
イミングは図 5-2 を参照してください。

肯定応答を返すデバイスは、肯定応用クロックパルス
のHigh期間中にSDAラインを安定して Lowに維持で
きるよう SDA ラインをプルダウンする必要がありま
す。セットアップおよびホールド時間も考慮する必要
があります。読み出しの場合、ホストはクライアント
から送信された最終バイトに対して肯定応答ビットを
生成せず、データ読み出しの終了を知らせるために否
定応答 (NACK) ビットをクライアントへ送信する必要
があります。この場合、クライアント (24CW シリー
ズ ) はホストがストップ条件を生成できるようデータ
ラインを解放します。

図 5-1:   シリアルバス上のデータ転送シーケンス

Note: 内部書き込みサイクルが実行中である場
合、24CW シリーズは肯定応答ビットを生
成しません。

Address or
Acknowledge

Valid

Data
Allowed

to Change

Stop
Condition

Start
Condition

SCL

SDA

(A) (B) (D) (D) (C) (A)
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図 5-2:   肯定応答のタイミング

5.6 スタンバイモード 
24CW シリーズは低消費電力スタンバイモードを備え
ています。スタンバイモードは、以下のいずれかが発
生した時に有効になります。 
• 有効な電源投入シーケンスが完了した (1.1「電源
投入要件とリセット挙動」参照 )

• 内部書き込みサイクルを開始しない限り、有効な 
I2C トランザクション終了時のストップ条件はデ
バイスによって受信される ( 6.0「書き込み動作」
参照 )

• 内部書き込みサイクルが完了した (6.0「書き込み
動作」参照 )

• デバイスアドレス バイト内のデバイスタイプ ID
またはハードウェア クライアント アドレスが一
致しなかった (3.3「デバイスのアドレス指定」参
照 )

• ホストが本デバイスから読み出しデータを受信し
た後に ACK ではなく NACK を返した (7.0「読み
出し動作」参照 )

5.7 ソフトウェア リセット

プロトコルの中断、停電、システムリセットが発生し
た場合、SDA が本デバイスから解放されて High へ遷
移するまで SCL クロックを生成し続ける事により、
2 線式デバイスをプロトコル リセットできます。SDA
が本デバイスから解放されるまでのクロックサイクル
数は一定ではありません。ソフトウェア リセット シー
ケンスは9ダミー クロックサイクル以内に完了する必
要があります。ソフトウェア リセット シーケンスが
発生しても内部書き込みサイクルは中断されず、I2C
インターフェイスのみがリセットされる事に注意が必
要です。

ソフトウェア リセット シーケンスが完了した後、ス
タート条件に続けてプロトコルを本デバイスへ送信す
る事により、新しいプロトコルを開始できます。図 5-3
に、ソフトウェア リセット シーケンスを示します。

9クロックサイクル中に本デバイスが応答しない(SDA
バスを解放しない ) 場合、電源を再投入する事により
本デバイスをリセットする必要があります (1.1.1「デ
バイスリセット」参照 )。

図 5-3:   ソフトウェア リセット

SCL 987654321 1 2 3

Transmitter must release the SDA line at this point,
allowing the receiver to pull the SDA line low, to
acknowledge the previous eight bits of data.

Receiver must release the SDA line
at this point so the transmitter can
continue sending data.

Data from TransmitterSDA

Acknowledge
Bit

Data from Transmitter

Dummy Clock Cycles

1 2 3 8 9SCL

SDA

SDA Released
by EEPROM

Device is
Software Reset
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6.0 書き込み動作

24CW シリーズに対する全ての書き込み動作は、ホス
トがスタート条件に続いてデバイスアドレス バイト
(R/W ビット = 0) とワードアドレス バイトを送信する
事によって始まります。ワードアドレス バイトに続け
て書き込みデータ値を格納したデータバイトを送信し
ます。

6.1 バイト書き込み

24CW シリーズは単一バイト (8 ビット ) の書き込みを
サポートします。24CW シリーズ内の 1 つのデータバ
イトを選択するには、最上位ビット (MSb) を論理「0」
に設定した 2 バイトのワードアドレスが必要です。一
部のワードアドレス ビットは無視されます。無視され
るビットの数は本デバイスのメモリ容量によって決ま
ります。

本デバイスは、有効なデバイスアドレス バイトとワー
ドアドレス バイトを受信した後に ACK を送信します。
この時点で、本デバイスは最初の 8 ビット データバイ
トを受信可能となります。本デバイスは、データバイ
トを受信した後に ACK で応答します。アドレスを指定
したデバイス ( ホスト等 ) は、ストップ条件によって書
き込み動作を終了する必要があります。ストップ条件
が発生すると本デバイスは内部で自己タイミング書き
込みサイクルを開始し、受信したデータバイトを不揮
発性 EEPROM に書き込みます (TWC 以内に完了 )。こ
の書き込みサイクル中は全ての入力が無視されます
( 本デバイスは書き込みサイクルが完了するまで応答
しません )。
メモリアレイ内の書き込み保護領域への書き込みが試
みられた場合、本デバイスはデータを書き込まず、即
座に次のコマンドを受け付けます。

図 6-1:   バイト書き込み

Note 1: 24CW16X の場合、ワードアドレスの A13、A12、A11 ビットは「ドントケア」です。

2: 24CW32X の場合、ワードアドレスの A13 および A12 ビットは「ドントケア」ビットです。

3: 24CW64X の場合、ワードアドレスの A13 ビットは「ドントケア」ビットです。
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6.2 ページ書き込み

ページ書き込み動作では、最大 32 バイトを 1 回の書
き込みサイクルでまとめて書き込めます。ただし、全
てのバイトをメモリアレイの同一ページに書き込む必
要があります。32 未満のバイトを書き込む部分ページ
書き込みも可能です。

ページ書き込みはバイト書き込みと同様の方法で開始
します。ただし、ホストは最初のデータワードを本デ
バイスへ送信した後にストップ条件を送信しません。
その代わり、本デバイスが最初のデータワードの受信
に対して ACK で応答した後に、ホストは最大で 31 個
のデータバイトを送信できます。本デバイスは各バイ
トを受信するたびに ACK で応答します。

全ての書き込みデータを本デバイスへ送信した後、ホ
ストはストップ条件を生成する必要があります(図6-2
参照 )。本デバイスはストップ条件を受信すると内部
書き込みサイクルを開始します。

メモリアレイ内の書き込み保護領域への書き込みが試
みられた場合、データは何も書き込まれず、本デバイ
スは即座に次のコマンドを受け付けます。

ワードアドレスの下位 5 ビットは、1 データバイトを
受信するたびに内部でインクリメントします。これよ
り上位のアドレスビットはインクリメントせず、アド
レスは同じメモリページ内に維持されます。

インクリメントしたワードアドレスがページ境界に達
すると、アドレスカウンタは同じページの先頭アドレ
スへロールオーバーします。

図 6-2:   ページ書き込み

Note: ページ書き込み動作では、ホストが実際に
送信したバイト数に関係なく指定したペー
ジにしか書き込まれません。各物理ページ
は、ページバッファのサイズ   ( またはペー
ジサイズ ) の整数倍のアドレスで始まり、
ページサイズの整数倍 -1 のアドレスで終わ
ります。ページ書き込み動作によって物理
ページ境界を越えるような書き込みが試み
られた場合、データは次のページに書き込ま
れるのではなく、現在のページの先頭へロー
ルオーバーして書き込まれます  ( 先にそこ
に書き込まれていたデータは上書きされま
す )。従って、アプリケーション ソフトウェ
アでは、ページ境界をまたぐようなページ書
き込み動作を防ぐ必要があります。

Note 1:     24CW16X の場合、ワードアドレスの A13、A12、A11 ビットは「ドントケア」ビットです。

2: 24CW32X の場合、ワードアドレスの A13 および A12 ビットは「ドントケア」ビットです。

3: 24CW64X の場合、ワードアドレスの A13 ビットは「ドントケア」ビットです。
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6.3 書き込みサイクルのタイミング

自己タイミング書き込みサイクルは、ホストからのス
トップ条件により始まります。この書き込みサイクル
の長さ (tWC) は、ストップ条件から次のスタート条件
の間に必要な時間として定義されます。すなわち、最
初のデバイスアドレス バイトに対して 24CW シリー
ズから ACK 応答を得るには、スタート条件の前にこ
の時間が必要です ( 図 6-3 参照 )。 
内部自己タイミング書き込みサイクル中は、メモリア
レイに対する読み出しおよび書き込み動作は処理され
ません。

図 6-3:   書き込みサイクルのタイミング
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6.4 肯定応答 (ACK) のポーリング

本デバイスは書き込みサイクル中に肯定応答 (ACK)を
返さないため、この事を利用して書き込みサイクルの
完了を検出する事により、バス スループットの最大化
が可能です。書き込み動作に対するストップ条件がホ
ストから送信されると、本デバイスは内部自己タイミ
ング書き込みサイクルを開始します。ACK のポーリン
グは、この時点で即座に開始できます。ポーリングの
ために、ホストはスタート条件に続けてデバイスアド
レス バイト (R/W = 0: 書き込み指定 ) を送信します。
本デバイスが内部書き込みサイクルを実行中である場
合、NACK が返されます。この場合、ホストはスター
ト条件とデバイスアドレス バイトを再送信する必要
があります。本デバイスが内部書き込みサイクルを完
了済みである場合、ACK が返されます。この場合、ホ
ストは次の読み書き動作を開始できます。図 6-4 のフ
ローチャートを参照してください。

図 6-4:   肯定応答ポーリングのフロー

Note: ハードウェア アドレスレジスタ(HAR)に新
しいハードウェア クライアント アドレス
を書き込んだ後に書き込みサイクルの完了
をポーリングする場合、新しいハードウェ
ア クライアント アドレスを格納したデバ
イスアドレス バイトを本デバイスへ送信
する必要があります。最大書き込みサイク
ル時間 (TWC = 5 ms、表 1-2 参照 ) が過ぎて
も24CWシリーズが新しいハードウェア ク
ライアント アドレスに対して ACK を返さ
ない場合、HAR への書き込みは失敗してい
ます。 
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 2024 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries DS20005772C_JP - p. 15



24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X

6.5 書き込み保護

24CW シリーズの書き込み保護機能は、書き込み保護
レジスタ (WPR) により制御されます。24CW シリーズ
は4つのメモリゾーンに分割され、ユーザはソフトウェ
ア書き込み保護を適用するゾーンを選択できます。コ
ンフィグレーション レジスタをロックする事により、
保護を永続的に有効にできます。書き込み保護レジス
タの詳細は 8.2「書き込み保護レジスタ」を参照してく
ださい。

表 6-1:   24CWシ リーズのソフトウェア書き込み保護

保護レベル
保護されるアドレス範囲

24CW16X 24CW32X 24CW64X 24CW128X

上位 1/4 0600h-07FFh 0C00h-0FFFh 1800h-1FFFh 3000h-3FFFh
上位 1/2 0400h-07FFh 0800h-0FFFh 1000h-1FFFh 2000h-3FFFh
上位 3/4 0200h-07FFh 0400h-0FFFh 0800h-1FFFh 1000h-3FFFh

アレイ全体 0000h-07FFh 0000h-0FFFh 0000h-1FFFh 0000h-3FFFh
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7.0 読み出し動作

読み出し動作は書き込み動作と同じ方法で開始します
が、デバイスアドレス バイト内の読み /書き選択 (R/W)
ビットを論理「1」に設定する必要があります。以下
の 3 種類の読み出し動作が使えます。 
• 現在アドレス読み出し

• ランダムアドレス読み出し

• シーケンシャル読み出し

7.1 現在アドレス読み出し 
24CW シリーズは直前にアクセスされたバイトのワー
ドアドレスを保持する内部アドレスポインタを備えて
おり、このアドレスは内部で 1 ずつインクリメントし
ます。従って、直前のアクセス先アドレスが「n」(n
は任意の有効アドレス ) であった場合、次の現在アド
レス読み出し動作はアドレス「n+1」のデータにアク
セスします。

現在アドレス読み出し動作は、内部アドレスポインタ
が指し示す位置に従ってデータを読み出します。この
動作は、スタート条件と有効なデバイスアドレス バイ
ト (R/W ビットは論理「1」) により開始します。本デ
バイスはこのシーケンスに対して ACK を返し、現在
アドレスのデータバイトが SDA ラインで出力されま
す。全てのタイプの読み出し動作は、9 番目のクロッ
クサイクル中にホストがACKで応答しなかった (すな
わち NACK で応答した ) 場合に終了します。これによ
り本デバイスはスタンバイモードに設定されます。
NAK 応答の後、ホストはストップ条件を送信する事に
よってプロトコルを完了するか、スタート条件を送信
する事によって次のシーケンスを開始できます。

図 7-1:   現在アドレス読み出し

SCL
1 3 4 5 6 7 82 9 1 3 4 5 6 7 82 9

SDA

MSb

1 1 0 A2 A1 A0 10 D7 D6 D4 D3 D2 D1 D0 1D50
MSb

Data Byte (n)Device Address Byte

Start
by

Host

ACK
from

Client

NACK
from
Host

Stop
by

Host
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7.2 ランダム読み出し 
ランダム読み出し動作により、ホストは任意のメモリ
位置にランダムにアクセスできます。ランダム読み出
し動作を実行するには、最初に書き込み動作によって
ワードアドレスを設定する必要があります。このため
に、ホストは最初に書き込み動作を指定 (R/W ビット
を「0」に設定 ) したデバイスアドレス バイトと最上
位ビット (MSb) を「0」に設定したワードアドレスを
24CW シリーズへ送信します。ワードアドレスの送信
後に本デバイスから ACK が返されると、ホストは ( 反
復 ) スタート条件を生成します。これにより、内部ア
ドレスポインタが設定された後に書き込み動作が終了
します。次に、ホストは R/W ビットを論理「1」( 読
み出し指定 ) に設定したデバイスアドレス バイトを送
信します。これを受信した 24CW シリーズは、肯定応
答を返した後に 8 ビットのデータバイトを送信しま
す。これに対してホストは肯定応答を送信せずにス
トップ条件を生成します。これにより 24CW シリーズ
はデータの送信を終了します ( 図 7-2 参照 )。ランダム
読み出し動作の完了後に、内部アドレスポインタは
1 つインクリメントして直前に読み出したワードアド
レスの次の位置を指します。

図 7-2:   ランダム読み出し

Note 1:     24CW16X の場合、ワードアドレスの A13、A12、A11 ビットは「ドントケア」ビットです。

2: 24CW32X の場合、ワードアドレスの A13 および A12 ビットは「ドントケア」ビットです。

3: 24CW64X の場合、ワードアドレスの A13 ビットは「ドントケア」ビットです。

MSb MSb

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Device Address Byte Data Byte n

1 0 1 0 A2 A1 A0 1 0 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 1
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from
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Stop by
Host

MSbMSb MSb

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 1 0 A2 A1 A0 0 0 0 x A13 A12 A11 A10 A9 A8 0 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 0

Word Address – Byte 0Device Address Byte

ACK
from
Client

ACK
from

Client

ACK
from

Client

SCL

SDA

Word Address – Byte 1

Start by
Host
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7.3 シーケンシャル読み出し 
シーケンシャル読み出しは、現在アドレス読み出しま
たはランダム読み出しによって開始します。ホストは、
1 つのデーバイトを受信した後に ACK で応答します。
本デバイスが ACK を受信するたびにワードアドレス
は 1 つずつインクリメントし続け、データバイトが順
次出力されます。最大メモリアドレスに達した場合
( すなわちホストがメモリアレイの終端アドレスから
のバイトを受信した後に ACK を返した場合 )、内部ア
ドレスポインタは自動的に0000hへロールオーバーし
ます。

全てのタイプの読み出し動作は、9 番目のクロックサ
イクル中にホストがACKで応答しなかった (すなわち
NACK で応答した ) 場合に終了します。これにより本
デバイスはスタンバイモードに設定されます。NACK
応答の後、ホストはストップ条件を送信する事によっ
てプロトコルを完了するか、スタート条件を送信する
事によって次のシーケンスを開始できます。

図 7-3:   シーケンシャル読み出し

Note 1:     24CW16X の場合、ワードアドレスの A13、A12、A11 ビットは「ドントケア」ビットです。

2: 24CW32X の場合、ワードアドレスの A13 および A12 ビットは「ドントケア」ビットです。

3: 24CW64X の場合、ワードアドレスの A13 ビットは「ドントケア」ビットです。
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8.0 コンフィグレーション レジスタ

24CW シリーズは、ソフトウェア書き込み保護の制御
とハードウェア クライアント アドレスの設定用に2つ
のコンフィグレーション レジスタを備えています。 
これらのコンフィグレーション レジスタには、バイト
0 とバイト 1 としてシーケンシャルにアクセスします
( 表 8-1 参照 )。

コンフィグレーション レジスタは必要に応じてロッ
クできます。ロックするとこれらのレジスタは読み出
し専用 ( 変更不可能 ) となり、ソフトウェア書き込み
保護とハードウェア クライアント アドレスの現在の
設定が永続的に保護されます。

表 8-1:   コンフィグレーション レジスタ

8.1 コンフィグレーション レジスタへの
アクセス

コンフィグレーション レジスタの値は、特別なアドレ
スに対してランダム読み出しシーケンスを実行する事
により読み出せます (8.5「コンフィグレーション レジ
スタからの読み出し」参照 )。コンフィグレーション
レジスタの値を変更するには、8.4「コンフィグレー
ション レジスタへの書き込み」に記載した要件に従っ
てバイト書き込みシーケンスを実行する必要がありま
す。

これらのレジスタにアクセスするには、デバイスアド
レス バイト内のデバイスタイプ ID (bit 7-4) として
「1010b」 (Ah) を使う必要があります。デバイスタイプ
ID の後のハードウェア クライアント アドレスビット
(bit 3-1) の値は、HAR に現在書き込まれている値に
よって決まります (8.3「ハードウェア アドレスレジス
タ」参照 )。最後の bit 0 は読み / 書き選択 (R/W) ビッ
トであり、読み出し用に論理「1」を使い、書き込み
用に論理「0」を使います。詳細は表 3-1 を参照して
ください。

コンフィグレーション レジスタにアクセスする際は、
ワードアドレスを本デバイスへ送信する必要がありま
す。ワードアドレス内の最上位ビット (MSb) のみ論理
「1」に設定されている必要がありますが、その他の
ビットは全て無視されます。詳細は表 3-3 と表 3-4 を
参照してください。

メモリ領域 バイト Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0

書き込み保護レジスタ 0 — WRTE CCLK — WPRE WPB <1:0> CRLB
ハードウェア アドレスレジスタ 1 — CHRB A0CK — — A2 A1 A0

Note: ハードウェア クライアント アドレス ビット
には工場で書き込み済みの初期値が設定さ
れていますが、ユーザによる変更も可能で
す。 肯定応答を受信するには、これらのビッ
ト値が HAR 内のアドレスと一致する必要が
あります。
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8.2 書き込み保護レジスタ

書き込み保護レジスタ (WPR) は、シーケンシャルにア

クセスされるコンフィグレーション レジスタペアのバ

イト 0 です。レジスタ 8-1 に、書き込み保護レジスタ

のフォーマットを示します。

コンフィグレーション レジスタ書き込みビット

(WRTE): コンフィグレーション レジスタに書き込む

には、このビットを論理「1」に設定する必要があり

ます。WRTE ビットが論理「1」に設定されていない

と、本デバイスは書き込み動作を無視します。WPR の

読み出し時に WRTE ビットは常に「0」として読み出

されます。

コンフィグレーション レジスタロック確認ビット
(CCLK): コンフィグレーション レジスタへの書き込み
時に、このビットは CRLB ビットと一致する必要があ
ります。CCLK ビットが CRLB ビットと一致しない場
合、本デバイスは書き込み動作を無視します。WPR レ
ジスタの読み出し時に CCLK ビットは常に論理「0」と
して読み出されます。

書き込み保護レジスタ イネーブルビット (WPRE):  こ
のビットは、本デバイスのソフトウェア書き込み保護
機能を有効または無効にするために使います。ソフト

ウェア書き込み保護機能は、このビットが論理「0」で
ある場合に無効となり、論理「1」である場合に有効
となります。

書き込み保護ブロックビット (WPB<1:0>):  WPRE
ビットが論理「1」に設定されている場合、これらの
ビットによりメモリアレイの保護レベルを 4 通りに設
定できます。WPRE ビットが論理「0」である場合、
WPB<1:0>ビットは本デバイスの保護機能に一切影響
を及ぼしません。表8-2に、WPRWビットとWPB<1:0>
ビットの状態に応じて保護されるアドレス範囲を示し
ます。

コンフィグレーション レジスタ ロックビット
(CRLB): このビットは、コンフィグレーション レジス
タ (WPR と HAR) の現在の状態を永続的にロックする
ために使います。論理「0」はこれらのレジスタが変
更可能である事を示し、論理「1」はこれらのレジス
タがロックされて変更不可能である事を示します。こ
れらのコンフィグレーション レジスタが誤ってロッ
クされる事を防ぐため、本デバイスに送信された

レジスタ 8-1:   書き込み保護レジスタ – バイト 0

U-0 W-0 W-0 U-0 R/W R/W R/W R/W
— WRTE CCLK — WPRE WPB<1:0> CRLB

bit 7 bit 0

凡例 :
R =  読み出し可能ビット W = 書き込み可能ビット U = 未実装ビット、「0」として読み出し

-n = POR 時の値 「1」= ビットはセット 「0」 = ビットはクリア x = ビットは未知

bit 7 未実装 : 「0」として読み出し

bit 6 WRTE: コンフィグレーション レジスタ書き込みビット

1 = コンフィグレーション レジスタを書き込み可能にする 
0 = コンフィグレーション レジスタへの書き込みを無視する

bit 5 CCLK: コンフィグレーション レジスタ ロック確認ビット

コンフィグレーション レジスタへの書き込み時に、このビットはCRLBビットと一致する必要があります。

bit 4 未実装 :「0」として読み出し

bit 3 WPRE: 書き込み保護レジスタ書き込みイネーブルビット

1 = ソフトウェア書き込み保護機能を WPB<1:0> ビットによって設定する
0 = ソフトウェア書き込み保護機能を無効にする ( 既定値 )

bit 2-1 WPB<1:0>: 書き込み保護ブロックビット

WPRE = 1の場合 :
11 = EEPROM 全体を書き込み保護する
10 = EEPROM の上位 3/4 だけ書き込み保護する
01 = EEPROM の上位 1/2 だけ書き込み保護する
00 = EEPROM の上位 1/4 だけ書き込み保護する

WPRE = 0の場合 :
書き込み保護機能は設定されません ( 既定値 )。

bit 0 CRLB: コンフィグレーション レジスタ ロックビット

1 = コンフィグレーション レジスタを永続的にロックする
0 = コンフィグレーション レジスタを書き込み可能にする ( 既定値 )
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CCLK ビットと CRLB ビットが一致しない限り、コン
フィグレーション レジスタへの書き込み動作は無視
されます。

8.2.1 ソフトウェア書き込み保護

WPRE ビットが論理「1」に設定されている場合、
24CW シリーズの EEPROM アレイは WPB<1:0> ビッ
トの値に従って書き込みから保護されます。WPRE
ビットが論理「0」に設定されている場合、WPB<1:0>

ビットは無視され、 EEPROM アレイのどの部分も保
護されません。WPRE ビットと WPB<1:0> ビットの
組み合わせにより、本デバイスの保護レベルを 5 通り
に設定できます ( 表 8-2 参照 )。

表 8-2:   保護されるアドレス範囲

Note: コンフィグレーション レジスタをロックし
た後にロックを解除する事はできません。

保護レベル WPRE WPB1 WPB0
保護されるアドレス範囲

24CW16X 24CW32X 24CW64X 24CW128X

なし 0 x x なし なし なし なし

上位 1/4 1 0 0 0600h-07FFh 0C00h-0FFFh 1800h-1FFFh 3000h-3FFFh
上位 1/2 1 0 1 0400h-07FFh 0800h-0FFFh 1000h-1FFFh 2000h-3FFFh
上位 3/4 1 1 0 0200h-07FFh 0400h-0FFFh 0800h-1FFFh 1000h-3FFFh

アレイ全体 1 1 1 0000h-07FFh 0000h-0FFFh 0000h-1FFFh 0000h-3FFFh
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8.3 ハードウェア アドレスレジスタ

ハードウェア アドレスレジスタ (HAR) は、シーケン
シャルにアクセスされるコンフィグレーション レジ
スタペアのバイト 1 です。レジスタ 8-2 に、ハードウェ
ア アドレスレジスタのフォーマットを示します。

HAR 書き込みイネーブルビット (HWRE):  HAR への
書き込み時に、このビットを論理「1」に設定する必
要があります。HWRE ビットが論理「1」に設定され
ていないと、本デバイスは書き込み動作を無視します。
HAR の読み出し時に HWRE ビットは常に論理「0」と
して読み出されます。

ハードウェア クライアント アドレス A0 確認ビット
(A0CK):  HAR( バイト１ ) への書き込み時に、このビッ
トは A0 ビットと一致する必要があります。A0CK ビッ
トが A0 ビットと一致しない場合、本デバイスは書き込
み動作を無視します。HAR の読み出し時に A0CK ビッ
トは常に論理「0」として読み出されます。 

ハードウェア クライアント アドレスビット (A2、A1、
A0):  3 ビットのハードウェア クライアント アドレス
は HAR 内の A2、A1、A0 ビットに格納されます。こ
れらのビットは、デバイスアドレス バイトの bit 3 ～
bit 1 (A2、A1、A0) の有効値を設定します。デバイス
アドレス バイトの詳細は 3.3「デバイスのアドレス指
定」を参照してください。

レジスタ 8-2:   ハードウェア アドレスレジスタ – バイト 1

U-0 W-0 W-0 U-0 U-0 R/W R/W R/W
— HWRE A0CK — — A2 A1 A0

bit 7 bit 0

凡例 :
R =  読み出し可能ビット W = 書き込み可能ビット U = 未実装ビット、「0」として読み出し

-n = POR 時の値 「1」= ビットはセット 「0」 = ビットはクリア x = Bit is unknown

bit 7 未実装 :「0」として読み出し

bit 6 HWRE:  HAR 書き込みイネーブルビット 
1 = HAR( バイト１ ) を書き込み可能にする
0 = HAR( バイト１ ) への書き込みを無視する

bit 5 A0CK: ハードウェア クライアント アドレス A0 確認ビット

HAR( バイト１ ) への書き込み時に、このビットは A0 ビットと一致する必要があります。

bit 4-3 未実装 :「0」として読み出し

bit 2 A2: ハードウェア クライアント アドレス A2 ビット

1 = ハードウェア クライアント アドレス A2 ビットを論理「1」に設定する
0 = ハードウェア クライアント アドレス A2 ビットを論理「0」に設定する

bit 1 A1: ハードウェア クライアント アドレス A1 ビット

1 = ハードウェア クライアント アドレス A1 ビットを論理「1」に設定する
0 = ハードウェア クライアント アドレス A1 ビットを論理「0」に設定する

bit 0 A0: ハードウェア クライアント アドレス A0 ビット

1 = ハードウェア クライアント アドレス A0 ビットを論理「1」に設定する 
0 = ハードウェア クライアント アドレス A0 ビットを論理「0」に設定する 

Note: 複数の 24CW シリーズデバイスが同一バス
上に存在する場合、各デバイスは互いに異
なるHAR内アドレス初期値を持つ必要があ
ります。 異なるハードウェア クライアント
アドレスが書き込み済みのデバイスを注文
できます。詳細は、Microchip 社正規代理店
にお問い合わせください。
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8.4 コンフィグレーション レジスタへの

書き込み

コンフィグレーション レジスタに書き込む場合、バイ
ト書き込みシーケンスを本デバイスへ送信する必要が
あります ( 詳細は 6.1「バイト書き込み」参照 )。コン
フィグレーション レジスタに書き込むには、ワードア
ドレスの最上位ビット (MSb) を論理「1」に設定し、
有効な WPR バイトを送信する必要があります。WPR
バイトが無効である場合、本デバイスは全てのデータ
バイトに対して ACK を返さず、内部書き込みサイク
ルを実行しません。有効な WPR バイトの値について
は 8.2「書き込み保護レジスタ」を参照してください。

ホストは、有効な WPR バイトを送信した後に、必要
に応じて HAR バイトを送信できます。HAR バイトが
無効である場合、書き込み動作は中止されます。本デ

バイスは全てのデータバイトに対して ACK を返さず、
内部書き込みサイクルを実行しません。有効な HARバ
イトの値については 8.3「ハードウェア アドレスレジ
スタ」を参照してください。

WPRおよびHARへのシーケンシャル書き込みにおい
てホストが追加のバイトを24WCシリーズへ送信した
場合、書き込みサイクルは中止され、WPR と HAR の
内容は変更されません。 

図 8-1:   コンフィグレーション レジスタへの書き込みシーケンス

Note: HARに新しい値を書き込んだ後にポーリン
グ ルーチンを使う場合、本デバイスから肯
定応答を得るには新しいHAR内アドレスと
一致するデバイスアドレス バイトを送信
する必要があります。

MSb MSb

MSbMSb MSb

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

WPR Byte HAR Byte

x 1 D5 x D3 D2 D1 D0 0 x 1 D5 x x D2 D1 D0 0

ACK
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ACK
from

Client

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 1 0 A2 A1 A0 0 0 1 x x x x x x x 0 x x x x x x x x 0

Word Address – Byte 0Device Address Byte

ACK
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Client

Stop by
Host

ACK
from

Client

ACK
from

Client

SCL

SDA

Word Address – Byte 1

Start by
Host

Optional
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8.5 コンフィグレーション レジスタから

の読み出し

コンフィグレーション レジスタから読み出す場合、ラ
ンダム読み出しシーケンスを本デバイスへ送信する必
要があります ( 詳細は 7.2「ランダム読み出し」参照 )。
コンフィグレーション レジスタを読み出す場合、ワー
ドアドレスの MSb を論理「1」に設定する必要があり
ます。

現在アドレス読み出しシーケンスを使ってコンフィグ
レーション レジスタの内容を読み出す事はできませ
ん。2 つのコンフィグレーション レジスタ (WPR と
HAR) はシーケンシャルに読み出す必要があるため、
HAR の内容だけを読み出す事はできません。

図 8-2:   コンフィグレーション レジスタからの読み出しシーケンス

Note: HARバイトの読み出し後もホストがACK
で応答し続ける場合、24CW シリーズは
HAR ( バイト 1) から WPR ( バイト 0) へ
自動的にロールオーバーします。

MSbMSb MSb

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 1 0 A2 A1 A0 0 0 1 x x x x x x x 0 x x x x x x x x 0

Word Address – Byte 0Device Address Byte

ACK
from
Client

ACK
from
Client

ACK
from
Client

SCL

SDA

Word Address – Byte 1

Start by
Host

MSbMSb MSb

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 0 1 0 A2 A1 A0 1 0 0 0 0 0 D3 D2 D1 D0 0 0 0 0 0 0 D2 D1 D0 1

WPR ContentsDevice Address Byte

NACK
from
Host

ACK
from
Host

ACK
from

Client

HAR Contents

Start by
Host

Stop by
Host

Optional
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8.6 コンフィグレーション レジスタの

ロック

コンフィグレーション レジスタのロックは、WPR バ
イト内の CLRB ビットにより制御されます。 
コンフィグレーション レジスタをロックする場合、バ
イト書き込みシーケンスを本デバイスへ送信する必要
があります ( 詳細は 6.1「バイト書き込み」参照 )。コ
ンフィグレーション レジスタに書き込むには、ワード
アドレスの最上位ビット (MSb) を論理「1」に設定す
る必要があります。

コンフィグレーション レジスタをロックするには、
CCLK ビットと CRLB ビットの両方を論理「1」に設定
した有効な WPR バイトを本デバイスへ送信する必要
があります。WPR バイトが無効である場合、本デバイ
スは全てのデータバイトに対して ACK を返さず、内部
書き込みサイクルを実行しません。有効な WPR バイ
トの値については 8.2「書き込み保護レジスタ」を参照
してください。

ホストは、有効な WPR バイトを送信した後に、必要
に応じて HAR バイトを送信できます。HAR バイトが
無効である場合、書き込み動作は中止されます。本デ
バイスは全てのデータバイトに対して ACK を返さず、
内部書き込みサイクルを実行しません。有効な HARバ
イトの値については 8.3「ハードウェア アドレスレジ
スタ」を参照してください。

WPR バイトのみを本デバイスへ送信した後にストッ
プ条件を生成する事により、HAR バイトを送信する事
なくコンフィグレーション レジスタをロックできま
す。

WPR バイトと HAR バイトの後に追加のバイトを
24CW シリーズへ送信した場合、書き込みサイクルは
中止され、WPRおよびHARの内容は変更されません。

図 8-3:   コンフィグレーション レジスタのロックシーケンス

Note: コンフィグレーション レジスタをロックし
た後にロックを解除する事はできません。

Note: HAR バイトを送信せずにコンフィグレー
ション レジスタをロックした場合、ハード
ウェア クライアント アドレスは現在の値
でロックされます。
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9.0 デバイスの既定値状態

24CW シリーズは、EEPROM アレイが全て論理「1」
( すなわち EEPROM メモリアレイ内の全ての位置の
データが FFh) に設定された状態で出荷されます

書き込み保護レジスタ (WPR) は 00h に設定され、ハー
ドウェア アドレスレジスタ (HAR) には製品番号に基
づく値が書き込まれます。「000b」以外のハードウェ
ア クライアント アドレスビットが書き込み済みのデ
バイスについては、弊社の正規販売代理店にお問い合
わせください。
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10.0 パッケージ情報

10.1 パッケージのマーキング情報

NNN

8ピン 3.9 mm SOIC

NNN

例

24CW160
SN2214

13F

5ピンSOT-23 例

8ピン 4.4 mm TSSOP 例

AADL
2214
13F

X X X X Y Y
WWNNN

AAER22
1413F

X
NN

4ボール 0.4x0.4 mm CSP (CS0) 例

6
13

4ボール 0.5x0.4 mm CSP (CS1) 例

X
NN

7
13
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パッケージのマーキング情報 ( 続き )

製品番号
1 行目のマーキングコード

CSP (CS0)(1) CSP (CS1)(2) SOIC SOT-23 TSSOP UDFN (Q4B)

24CW16 シリーズ — — 24CW160 AAENYY AADJ 16A

24CW32 シリーズ — — 24CW320 AAEPYY AADK 32A

24CW64 シリーズ 6 6 24CW640 AAEQYY AADL 64A

24CW128 シリーズ 7 7 24CW1280 AAERYY AADM —

Note 1: CS0 CSP のボールピッチは 0.4x0.4 mm です。

2: CS1 CSP のボールピッチは 0.4x0.5 mm です。

8ピン 2X3 UDFN (Q4B) 例

XXX
YWW
NN

32A
214
13

Note: 非常に小さなパッケージの場合、鉛フリー JEDEC® マーク (              ) は外箱または
リールラベルにのみ表記しています。

Note: Microchip 社の製品番号が 1 行に収まりきらない場合は複数行を使います。その場合、
お客様固有情報に使える文字数が制限されます。

凡例 : XX...X 製 品 番 号 ま た は 製 品 コ ー ド
Y 年コード ( 西暦の下 1 桁 )
YY 年コード ( 西暦の下 2 桁 )
WW 週コード (1 月 1 日の週を「01」とする )
NNN 英数字のトレーサビリティ コード ( 小型パッケージの場合は 2 文字 )

 無光沢スズ (Sn) めっきの使用を示す鉛フリー JEDEC® マーク3e

3e
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Notes:
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Notes:
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0.25 C A–B D

C
SEATING

PLANE

TOP VIEW

SIDE VIEW

VIEW A–A

0.10 C

0.10 C

Microchip Technology Drawing No. C04-057-SN Rev J Sheet 1 of 2

8X

For the most current package drawings, please see the Microchip Packaging Specification located at
http://www.microchip.com/packaging

Note:

8-Lead Plastic Small Outline (SN) - Narrow, 3.90 mm (.150 In.) Body [SOIC]

1 2

N

h

h

A1

A2A

A

B

e

D

E

E
2

E1
2

E1

NOTE 5

NOTE 5

NX b

0.10 C A–B
2X

H

 

c

 2

4X 1

4X 1
(L1)

L

R1

R

VIEW C

SEE VIEW C

NOTE 1

D

0.10 C A–B
2X

0.10 C A–B
2X
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Microchip Technology Drawing No. C04-057-SN Rev J Sheet 2 of 2

8-Lead Plastic Small Outline (SN) - Narrow, 3.90 mm (.150 In.) Body [SOIC]

For the most current package drawings, please see the Microchip Packaging Specification located at
http://www.microchip.com/packaging

Note:

protrusions shall not exceed 0.15mm per side.
3. Dimensions D and E1 do not include mold flash or protrusions.  Mold flash or

REF: Reference Dimension, usually without tolerance, for information purposes only.
BSC: Basic Dimension. Theoretically exact value shown without tolerances.

1. Pin 1 visual index feature may vary, but must be located within the hatched area.
2. § Significant Characteristic

4. Dimensioning and tolerancing per ASME Y14.5M

Notes:

5. Datums A & B to be determined at Datum H.

Foot Angle 0° – 8°

8°–0°Lead Angle

0.51–0.31bLead Width
0.25–0.17cLead Thickness

1.27–0.40LFoot Length
0.50–0.25hChamfer (Optional)

4.90 BSCDOverall Length
3.90 BSCE1Molded Package Width
6.00 BSCEOverall Width

0.25–0.10A1Standoff
-–1.25A2Molded Package Thickness

1.75––AOverall Height
1.27 BSCePitch

8NNumber of Pins
MAXNOMMINDimension Limits

MILLIMETERSUnits

§

Footprint L1 1.04 REF

Mold Draft Angle 5° – 15°1
2

––0.07R1Lead Bend Radius
––0.07RLead Bend Radius
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RECOMMENDED LAND PATTERN

Microchip Technology Drawing C04-2057-SN Rev J

BSC: Basic Dimension. Theoretically exact value shown without tolerances.

Notes:
Dimensioning and tolerancing per ASME Y14.5M1.

For the most current package drawings, please see the Microchip Packaging Specification located at
http://www.microchip.com/packaging

Note:

Dimension Limits
Units

CContact Pad Spacing
Contact Pitch

MILLIMETERS

1.27 BSC
MIN

E
MAX

5.40

Contact Pad Length (X8)
Contact Pad Width (X8)

Y1
X1

1.55
0.60

NOM

E

X1

C

Y1

SILK SCREEN

8-Lead Plastic Small Outline (SN) - Narrow, 3.90 mm (.150 In.) Body [SOIC]
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Notes:
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補遺 A: 改訂履歴

リビジョン C (2023 年 5 月 )
「マスタ」および「スレーブ」をそれぞれ「ホスト」
および「クライアント」に置換しました。

UDFN パッケージ品の製品番号内パッケージコードを
「MUY」から「Q4B」に変更しました。

拡張温度レンジ品の提供を追加し、「製品識別システム
( 車載対応品 )」を追加しました。

リビジョン B (2018 年 7 月 )
24CW128X デバイスを追加しました。

CSP のパッケージ図面を更新しました。

8 ピン UDFN のパッケージコードを「MU」から「MUY」
に変更しました。

データ保持期間の試験条件を追加しました。

フッターの「Preliminary」ステータス表記を削除しま
した。

リビジョン A (2017 年 10 月 )
本書の初版です。
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NOTE:
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Microchip 社のウェブサイト

Microchip 社はウェブサイト (www.microchip.com) を
通してオンライン サポートを提供しています。当ウェ
ブサイトでは、お客様に役立つ情報やファイルを簡単
に見つけ出せます。インターネット ブラウザから以下
の内容がご覧になれます。

• 製品サポート - データシートとエラッタ、アプリ
ケーション ノートとサンプル プログラム、設計
リソース、ユーザガイドとハードウェア サポート
文書、最新のソフトウェアと過去のソフトウェア

• 技術サポート – よく寄せられる質問 (FAQ)、技術
サポートのご依頼、オンライン ディスカッション
グループ、Microchip 社のコンサルタント プログ
ラムおよびメンバーリスト

• ご注文とお問い合わせ - 製品セレクタと注文ガイ
ド、最新プレスリリース、セミナー / イベントの
一覧、お問い合わせ先(営業所 /販売代理店)の一覧

顧客変更通知サービス

Microchip 社の顧客変更通知サービスは、お客様に
Microchip 社製品の最新情報をお届けする配信サービ
スです。ご興味のある製品ファミリまたは開発ツール
に関する変更、更新、リビジョン、エラッタ情報をい
ち早くメールにてお知らせします。

Microchip社のウェブサイト (www.microchip.com)に
アクセスし、[Customer Change Notification] からご
登録ください。

カスタマサポート

Microchip 社製品をお使いのお客様は、以下のチャン
ネルからサポートをご利用になれます。

• 正規代理店

• 技術サポート

サポートは正規代理店にお問い合わせください。各地
の営業所もご利用になれます。本書の最後のページに
各国の営業所の一覧を記載しています。

技術サポートは以下のウェブページからもご利用にな
れます。

    http://microchip.com/support

http://www.microchip.com
http://www.microchip.com
http://www.microchip.com
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製品識別システム (車載非対応品 )
ご注文や製品の価格、納期につきましては正規代理店にお問い合わせください。

製品番号 X /XX

パッケージ温度
レンジ

デバイス

   

デバイス :

24CW16 = 16 Kbit I2C 互換
シリアル EEPROM、
ソフトウェア保護機能付き

24CW32 = 32 Kbit I2C 互換
シリアル EEPROM、
ソフトウェア保護機能付き

24CW64 = 64 Kbit I2C 互換
シリアル EEPROM、
ソフトウェア保護機能付き

24CW128 = 128 Kbit I2C 互換
シリアル EEPROM、
ソフトウェア保護機能付き

クライアント 
アドレス :(1)

0  =ハードウェア クライアント アドレス「000b」
1 = ハードウェア クライアント アドレス「001b」
2 = ハードウェア クライアント アドレス「010b」
3 = ハードウェア クライアント アドレス「011b」
4 = ハードウェア クライアント アドレス「100b」
5 = ハードウェア クライアント アドレス「101b」
6 = ハードウェア クライアント アドレス「110b」
7 = ハードウェア クライアント アドレス「111b」

テープ& リール
オプション :

空欄 = 標準パッケージ  (チューブまたはトレイ )
T     = テープ & リール (1)

温度レンジ : I      = -40 ～ +85 ℃ ( 産業用温度レンジ )

パッケージ :

CS0668 = 4ボール Wafer Level Chip Scale 
パッケージ、0.4x0.4 mmボールピッ
チ(CSP)

CS1668 = 4ボール Wafer Level Chip Scale 
パッケージ、0.4x0.5 mmボールピッ
チ(CSP)

SN = 8ピン Plastic Small Outline - Narrow、
3.90 mmボディ(SOIC)

OT = 5ピン Plastic Small Outline Transistor 
(テープ&リールのみ) (SOT-23)

ST = 8ピン Plastic Thin Shrink Small 
Outline、4.4 mmボディ(TSSOP)

Q4B = 8ピン Ultra Thin Plastic Dual 
Flat、リードレス パッケージ、
2x3 mmボディ(UDFN)

例 :
a) 24CW160-I/SN: 16 Kbit、クライアン

ト アドレス0、産業用温度レンジ、SOIC
パッケージ

b) 24CW320T-I/SN: 32 Kbit、クライアン
ト アドレス0、テープ&リール、産業用温
度レンジ、SOICパッケージ

c) 24CW640-I/SN: 64 Kbit、クアライア
ント アドレス0、産業用温度レンジ、SOIC
パッケージ

d) 24CW1280T-I/SN: 128 Kbit、クライアン
ト アドレス0、テープ&リール、産業用温
度レンジ、SOICパッケージ

e) 24CW320-I/ST: 32 Kbit、クライアン
ト アドレス0、産業用温度レンジ、TSSOP
パッケージ

f) 24CW640T-I/ST: 64 Kbit、クライアン
ト アドレス0、テープ&リール、産業用温
度レンジ、TSSOPパッケージ

g) 24CW160T-I/OT: 16 Kbit、クライアン
ト アドレス0、テープ&リール、産業用温
度レンジ、SOT-23パッケージ

h) 24CW320T-I/OT: 32 Kbit、クライアン
ト アドレス0、テープ&リール、産業用温
度レンジ、SOT-23パッケージ

i) 24CW1280T-I/OT: 128 Kbit、クライアン
ト アドレス0、テープ&リール、産業用温
度レンジ、SOT-23パッケージ

j) 24CW320T-I/Q4B: 32 Kbit、クライアン
ト アドレス0、テープ&リール、産業用温
度レンジ、UDFNパッケージ

k) 24CW640T-I/Q4B: 64 Kbit、クライアン
ト アドレス0、テープ&リール、産業用温
度レンジ、UDFNパッケージ

l) 24CW640T-I/CS0668: 64 Kbit、クライアン
ト アドレス0、テープ&リール、産業用温
度レンジ、CS0パッケージ

m) 24CW640T-I/CS1668: 64 Kbit、クライアン
ト アドレス0、テープ&リール、産業用温
度レンジ、CS1パッケージ

n) 24CW1280T-I/CS0668:  128 Kbit、クライア
ント アドレス0、テープ&リール、産業用
温度レンジ、CS0パッケージ 

o) 24CW1280T-I/CS1668:  128 Kbit、クライア
ント アドレス0、テープ&リール、産業用
温度レンジ、CS1パッケージ

Note 1: クライアント アドレスとテープ
＆リールの識別情報はカタログの
製品番号説明にのみ記載していま
す。 これらは製品の注文時に使う
識別情報であり、デバイスのパッ
ケージには印刷していません。 在
庫および供給状況については、
Microchip 社正規代理店にお問い
合わせください。

[X]

テープ＆リール
オプション

X

クライアント
アドレス

(1)(1)
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24CW16X/24CW32X/24CW64X/24CW128X
製品識別システム (車載対応品 )
ご注文や製品の価格、納期につきましては正規代理店にお問い合わせください。

製品番号 X /XX
パッケージ温度

レンジ
デバイス

   

デバイス :

24CW16 = 16 Kbit I2C シリアル EEPROM、
ソフトウェア保護機能付き

24CW32 = 32 Kbit I2C シリアル EEPROM、
ソフトウェア保護機能付き

24CW64 = 64 Kbit I2C シリアル EEPROM、
ソフトウェア保護機能付き

クライアント
アドレス :(1)

0 = ハードウェア クライアント アドレス「000b」
1 = ハードウェア クライアント アドレス「001b」
2 = ハードウェア クライアント アドレス「010b」
3 = ハードウェア クライアント アドレス「011b」
4 = ハードウェア クライアント アドレス「100b」
5 = ハードウェア クライアント アドレス「101b」
6 = ハードウェア クライアント アドレス「110b」
7 = ハードウェア クライアント アドレス「111b」

テープ&リール
オプション :

空欄 = 標準パッケージ  ( チューブまたはトレイ )
T      = テープ & リール (1)

温度レンジ : E     =  -40 ～ +125 ℃ (AEC-Q100 グレード 1)

パッケージ :

SN  = 8ピン Plastic Small Outline - Narrow、 
3.90 mmボディ(SOIC)

OT = 5ピン Plastic Small Outline Transistor 
(テープ&リールのみ) (SOT-23)

ST = 8ピン Plastic Thin Shrink Small 
Outline、4.4 mmボディ(TSSOP)

Q4B = 8ピン Ultra Thin Plastic Dual Flat、
リードレス パッケージ、

                2x3 mmボディ(UDFN)

バリアント (2,3): 66KVAO =  標準車載対応品、66Kプロセス
66KVXX = お客様専用車載対応品、66Kプロセス

例 :
a)   24CW320T-E/SN66KVAO:   32 Kbit、 

 クライアント アドレス0、
 テープ&リール、 車載グレード1、    
 SOICパッケージ

b)   24CW320T-E/ST66KVAO:    32 Kbit、 
 クライアント アドレス0、
 テープ&リール、 車載グレード1、
 TSSOPパッケージ

c)   24CW640T-E/OT66KVAO:   64 Kbit、 
 クライアント アドレス0、
 テープ&リール、 車載グレード1、   
 SOT-23パッケージ  

d)  24CW160T-E/Q4B66KVAO:    64 Kbit、
クライアント アドレス0、
テープ&リール、車載グレード1、
UDFN パッケージ

Note 1: クライアント アドレスとテープ
＆リールの識別情報はカタログ
の製品番号説明にのみ記載して
います。これらは製品の注文時に
使う識別情報であり、デバイスの
パッケージには印刷していませ
ん。テープ＆リールが選択できる
パッケージの在庫 / 供給状況は、
Microchip 社正規代理店にお問い
合わせください。

2: VAOおよびVXX車載対応バリア
ントは、車載アプリケーション向
けAEC-Q100要件に従って設計、
製造、試験、承認されています。

3: PPAP をご要望のお客様には、お
客様専用の製品番号を提供いた
します。PPAP は VAO 製品番号
向けには提供していません。

[X]
  テープ＆リール

  オプション

XXX

 バリアント

(2,3)X

クライアント
アドレス

(1) (1)
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Microchip 社製品のコード保護機能について以下の点にご注意ください。

• Microchip 社製品は、該当する Microchip 社データシートに記載の仕様を満たしています。

• Microchip 社では、通常の条件ならびに仕様に従って使った場合、Microchip 社製品のセキュリティ レベルは、現在市場に流

通している同種製品の中でも最も高度であると考えています。

• Microchip 社はその知的財産権を重視し、積極的に保護しています。Microchip 社製品のコード保護機能の侵害は固く禁じられ

ており、デジタル ミレニアム著作権法に違反します。

• Microchip 社を含む全ての半導体メーカーで、自社のコードのセキュリティを完全に保証できる企業はありません。コード保

護機能とは、Microchip 社が製品を「解読不能」として保証するものではありません。コード保護機能は常に進歩しています。

Microchip 社では、常に製品のコード保護機能の改善に取り組んでいます。
本書および本書に記載されている情報は、Microchip 社製品を

設計、テスト、お客様のアプリケーションと統合する目的を

含め、Microchip 社製品に対してのみ使用する事ができます。

それ以外の方法でこの情報を使用する事はこれらの条項に違

反します。デバイス アプリケーションの情報は、ユーザの便

宜のためにのみ提供されるものであり、更新によって変更と

なる事があります。お客様のアプリケーションが仕様を満た

す事を保証する責任は、お客様にあります。その他のサポー

トについては、弊社または代理店にお問い合わせになるか、
https://www.microchip.com/en-us/support/design-help/client-
support-services をご覧ください。

Microchip 社は本書の情報を「現状のまま」で提供しています。

Microchip 社は明示的、暗黙的、書面、口頭、法定のいずれで

あるかを問わず、本書に記載されている情報に関して、非侵

害性、商品性、特定目的への適合性の暗黙的保証、または状

態、品質、性能に関する保証をはじめとするいかなる類の表

明も保証も行いません。

いかなる場合も Microchip 社は、本情報またはその使用に関連

する間接的、特殊的、懲罰的、偶発的または必然的損失、損

害、費用、経費のいかんにかかわらず、また Microchip 社がそ

のような損害が生じる可能性について報告を受けていた場合

あるいは損害が予測可能であった場合でも、一切の責任を負

いません。法律で認められる最大限の範囲を適用しようとも、

本情報またはその使用に関連する一切の申し立てに対する

Microchip 社の責任限度額は、使用者が当該情報に関連して

Microchip 社に直接支払った額を超えません。 

Microchip 社の明示的な書面による承認なしに、生命維持装置

あるいは生命安全用途にMicrochip社の製品を使用する事は全

て購入者のリスクとし、また購入者はこれによって発生した

あらゆる損害、クレーム、訴訟、費用に関して、Microchip 社

は擁護され、免責され、損害をうけない事に同意するものと

します。特に明記しない場合、暗黙的あるいは明示的を問わ

ず、Microchip 社が知的財産権を保有しているライセンスは一

切譲渡されません。
 2024 Microchip Technology Inc. and its subsidiaries

Microchip 社の品質管理システムについては www.microchip.com/
quality をご覧ください。
商標

Microchip 社の名称とロゴ、Microchip ロゴ、Adaptec、AVR、AVR
ロゴ、AVR Freaks、BesTime、BitCloud、CryptoMemory、CryptoRF、
dsPIC、flexPWR、HELDO、IGLOO、JukeBlox、KeeLoq、Kleer、
LANCheck、LinkMD、maXStylus、maXTouch、MediaLB、megaAVR、
Microsemi、Microsemiロゴ、MOST、MOSTロゴ、MPLAB、OptoLyzer、
PIC、picoPower、PICSTART、PIC32 ロゴ、PolarFire、Prochip
Designer、QTouch、SAM-BA、SenGenuity、SpyNIC、SST、SST ロ
ゴ、SuperFlash、Symmetricom、SyncServer、Tachyon、TimeSource、
tinyAVR、UNI/O、Vectron、XMEGA は米国およびその他の国にお
ける Microchip Technology Incorporated の登録商標です。

AgileSwitch、APT、ClockWorks、The Embedded Control Solutions
Company、EtherSynch、Flashtec、Hyper Speed Control、HyperLight
Load、Libero、motorBench、mTouch、Powermite 3、Precision Edge、
ProASIC、ProASIC Plus、ProASIC Plus ロゴ、Quiet-Wire、
SmartFusion、SyncWorld、Temux、TimeCesium、TimeHub、
TimePictra、TimeProvider、TrueTime、ZL は米国における Microchip
Technology Incorporated の登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any
Capacitor、AnyIn、AnyOut、Augmented Switching、BlueSky、
BodyCom、Clockstudio、CodeGuard、CryptoAuthentication、
CryptoAutomotive、CryptoCompanion、CryptoControl ler、
dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、DAM、
ECAN、Espresso T1S、EtherGREEN、GridTime、IdealBridge、In-
Circuit Serial Programming、ICSP、INICnet、Intelligent Paralleling、
IntelliMOS、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、Knob-on-Display、
KoD、maxCrypto、maxView、memBrain、Mindi、MiWi、MPASM、
MPF、MPLAB Certified logo、MPLIB、MPLINK、MultiTRAK、
NetDetach、Omniscient Code Generation、PICDEM、PICDEM.net、
PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REAL ICE、
Ripple Blocker、RTAX、RTG4、SAM-ICE、Serial Quad I/O、
simpleMAP、SimpliPHY、SmartBuffer、SmartHLS、SMART-I.S.、
storClad、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Switchtec、
SynchroPHY、Total Endurance、Trusted Time、TSHARC、
USBCheck、VariSense、VectorBlox、VeriPHY、ViewSpan、
WiperLock、XpressConnect、ZENA は米国とその他の国における
Microchip Technology Incorporated の商標です。

SQTP は米国における Microchip Technology Incorporated のサービ
ス マークです。

Adaptec ロゴ、Frequency on Demand、Silicon Storage Technology、
Symmcom はその他の国における Microchip Technology
Incorporated の登録商標です。

GestIC は、その他の国における Microchip Technology Germany II
GmbH & Co. KG (Microchip Technology Inc. の子会社 ) の登録商標
で す。

その他の商標は各社に帰属します。
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北米

本社
2355 West Chandler Blvd.
Chandler, AZ 85224-6199
Tel:480-792-7200 
Fax:480-792-7277
技術サポート : 
http://www.microchip.com/
support
URL: 
www.microchip.com

アトランタ
Duluth, GA 
Tel:678-957-9614 
Fax:678-957-1455

オースティン、TX
Tel:512-257-3370 

ボストン
Westborough, MA 
Tel:774-760-0087 
Fax:774-760-0088

シカゴ
Itasca, IL 
Tel:630-285-0071 
Fax:630-285-0075

ダラス
Addison, TX 
Tel:972-818-7423 
Fax:972-818-2924

デトロイト
Novi, MI 
Tel:248-848-4000

ヒューストン、TX 
Tel:281-894-5983

インディアナポリス
Noblesville, IN 
Tel:317-773-8323
Fax:317-773-5453
Tel:317-536-2380

ロサンゼルス
Mission Viejo, CA 
Tel:949-462-9523
Fax:949-462-9608
Tel:951-273-7800 

ローリー、NC 
Tel:919-844-7510

ニューヨーク、NY 
Tel:631-435-6000

サンノゼ、CA 
Tel:408-735-9110
Tel:408-436-4270

カナダ - トロント
Tel:905-695-1980 
Fax:905-695-2078

アジア /太 平洋

オーストラリア - シドニー
Tel:61-2-9868-6733

中国 - 北京
Tel:86-10-8569-7000 

中国 - 成都
Tel:86-28-8665-5511

中国 - 重慶
Tel:86-23-8980-9588

中国 - 東莞
Tel:86-769-8702-9880 

中国 - 広州
Tel:86-20-8755-8029 

中国 - 杭州
Tel:86-571-8792-8115 

中国 - 香港 SAR
Tel:852-2943-5100 

中国 - 南京
Tel:86-25-8473-2460

中国 - 青島
Tel:86-532-8502-7355

中国 - 上海
Tel:86-21-3326-8000 

中国 - 瀋陽
Tel:86-24-2334-2829

中国 - 深圳
Tel:86-755-8864-2200 

中国 - 蘇州
Tel:86-186-6233-1526 

中国 - 武漢
Tel:86-27-5980-5300

中国 - 西安
Tel:86-29-8833-7252

中国 - 厦門
Tel:86-592-2388138 

中国 - 珠海
Tel:86-756-3210040 

アジア /太 平洋

インド - バンガロール
Tel:91-80-3090-4444 

インド - ニューデリー
Tel:91-11-4160-8631

インド - プネ
Tel:91-20-4121-0141

日本 - 大阪
Tel:81-6-6152-7160 

日本 - 東京
Tel:81-3-6880- 3770 

韓国 - 大邱
Tel:82-53-744-4301

韓国 - ソウル
Tel:82-2-554-7200

マレーシア - クアラルンプール
Tel:60-3-7651-7906

マレーシア - ペナン
Tel:60-4-227-8870

フィリピン - マニラ
Tel:63-2-634-9065

シンガポール
Tel:65-6334-8870

台湾 - 新竹
Tel:886-3-577-8366

台湾 - 高雄
Tel:886-7-213-7830

台湾 - 台北
Tel:886-2-2508-8600 

タイ - バンコク
Tel:66-2-694-1351

ベトナム - ホーチミン
Tel:84-28-5448-2100

ヨーロッパ
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